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村田忠禧 （横浜国立大学名誉教授） 

報告１： 1920 年の福建省漁民救助に起因する「尖閣列島」の扱いについて 

 

1919 年末に福建省の漁民 31 名が沖縄県八重山尖閣列島内和洋島に漂着し、同島で事業

を営んでいた古賀善次に救助され、漁民たちは無事、故郷に戻ることができた。 

 この沖縄県の救護活動にたいし、中華民国駐長崎領事が感謝状を出した。それは中国政

府が「尖閣列島」を日本の領土と認めた証拠である、とする見解が存在する。 

 本件の記録として外務省外交史料館所蔵「支那人（福州人）救助ニ関スル件 大正九年

一月」と題するファイルが存在する。 

 それによると事件発生当初、沖縄県知事が内務省に発した電文では漁民たちが救助され

た島名を「和平島」と記していたのが、一カ月後には「和平島」に変更された。駐長崎領

事も日本側の記述に基づき感謝状では「和洋島」という島名を用いている。「和平島」

「和洋島」いずれも「魚釣島」（釣魚島）の別称であるとのこと。「和平島」は確かに

「釣魚島」の別称として用いられているが、「和洋島」という島名はこの事件以外に出現

したことがない。つまり「架空」の島名である。なぜ架空の島名を用いたのか。日本側の

意図を明らかにする。 

 併せて 1895 年 1月の閣議決定では沖縄県に編入されなかった「久米赤島」（赤尾嶼）

が「大正島」という名称で、この時期に沖縄県八重山郡石垣村に編入される。なぜ「久米

赤島」ではなく「大正島」として編入したのか。また「和洋島」と「大正島」の間には関

連する背景が存在しないか。こうした事実の点検を通じて中華民国駐長崎領事の感謝状の

持つ意味を明らかにする。 

 


